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・静止気象衛星では立体撮影ができない
・ジェット機による上空飛行は発達期には困難
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高度600kmから複数角度で連写
↓

雲の立体構造を推定

北海道大学の新手法：オンディマンド・ターゲットポインティング
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Castro et al., 2020
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魚眼カメラ

© PHL-Microsat

2020年台風9号
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拡大カメラ
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2020年台風9号
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PhilSA（フィリピン宇宙庁）

日本時間2022年8月30日 14:43:51に魚眼カメラが捉えた台風11号。
解像度は約7km。

2022年台風11号
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PhilSA（フィリピン宇宙庁）

PhilSA（フィリピン宇宙庁）

2022年台風11号
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日本時間2022年8月30日 14:42:51-14:44:51に、視野に台風中心を捉えたまま
6秒間隔で18回の連写を行なった。その中の24秒ごとに撮影された4枚。
解像度は約55m。

PhilSA（フィリピン宇宙庁）

約10km

2022年台風11号
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途上国も主役になれる時代に
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アキノ元大統領モンテホ元科技大臣

アキノ元大統領のフェイスブックから
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フィリピン科学技術大臣（当時）が北大の大学院卒業式に参列
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2022年3月4日に大学として初めて北大がMOUを締結 16
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100か国が参加する超小型衛星プラットフォームの構築

宇宙機関設立支援

衛星開発・運用・利用の教育

SDGsへの貢献

「公共」と「ビジネス」の両輪で国際関係強化

国内射場からの打上げ・
放出機会提供

技術・データ・利用方法・マシンタイムの
“共有”（シェアリング）システム

人類に残された最大の公共空間＝宇宙を、
全世界の持続的発展のために利用するフ
レームを、北海道大学のイニシアチブで実
現する。

地球規模課題を国際協力で解決

バナナの伝染病地域の同定に成功世界最高精度で台風の立体構造を計測
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【問い合わせ先】
北海道大学大学院理学研究院地球惑星科学部門 教授 高橋 幸弘
TEL：011-706-9244 E-mail：yukihiro@sci.hokudai.ac.jp
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